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世

界

の
願

い

交

通

安
全

歩

く
人

も
　
乘

る
人

も

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

き
？

ノ
も
、
き
よ
う
も

ど
こ
か

ゼ

、
交
通
戦
争
の
犠
牲

者
が
血

を

廡

し
、
５

め
き
苦
し
み
、
か

つ
悲

し
ん
で
い
ま
す
。

い
や
、
ど
こ

か

囈
・
で
は
な
く
、
私

た
ち
の
身
近
か

な
と
こ
ろ
で
、
職
場
の
、
ま
た

蹂

知
人

の
だ
れ
か
に
、
こ
の
よ
う
な

普

し
み
や
、
悲
し
み
が

い
つ
お
と

ず
れ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

交
通
安
全
と
は
「
交
通
の
惨
禍

を
悔
い
、
悲
し
む
こ
と
」
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。
交
通
の
錯
そ
５

す
る

道

路
上

で
、
な
ぜ
に
、

歩
行
者
も

運
転
す

る
人
も
、
定
め
ら
れ
た
ル

ー

ル
か
ぶ
７
ろ
う
と
す
る
人
が
少
な

い
の
々
し

よ
う
が

。

交
通
安
全
と
は
「
ル

ー
ル
を
知

っ
て
い
て
・守

ら
な

い
人
に
、
ル
ー

ル
を
守

う
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願

い
す
る
こ
占

で
ぱ
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も

事
故
態
様
の
反

省
検

討

を
し
た
り

、
安
全
ル
ー
ル
の
む

し
返

し
を
し
て
ば
か
り

い
た
の
で

は
、
交
通
鶚
争
の
惨
禍

か
ら
地
域

社
会

の
人
び
と

を
守

る
こ
と

は
で

き
ま
せ
ん
。

「

知

っ

て

い

る

夊

通

安

全
石

・
‘ル

ー

ル

を

一

つ

一

つ

正

し

ぐ

ご

実

行

す

る

と

と

も

に

家

族

に

、

隣

人

に

、

職

場

の

人

び

と

に

正

し

く

、

滷

実

に

実

行

さ

せ

る

」

こ

と

に

よ

っ

て

安

全

な

交

通

が

行

な

わ

れ

Ｂ
Ｑ－
Ｑ

で

す

。

こ

れ

が

「

交

通

安

全

」

．ｙで

あ

り

、

「

世

界

共

通

の

願

い

」

な

の

で

す

。

こ

の

わ

か

り

き

っ

た

・こ

と

が

、

案

外

わ

た

く

し

た

ち

ぱ

忘

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

今

月

十

一

日

か

ら

全

国

一

斉

に

行

わ

れ

て

い

る

「

交

通

安

全

運

魴

」

も

、

警

察

官

や

交

通

安

全

会

の

方

が

た

だ

け

の

働

き

か

け

に

終

り

は

し

な

い

で

し

ょ

う

か

。

婦

人

団

体

や

Ｐ

Ｔ

Ａ

な

ど

の

奉

仕

活

動

だ
と
感
違

い
し
て
い

亟
剛
き
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
あ

る
い
は
、
春

秋

に
定
期
的
に
や
一っ
て
く

る
お
祭

り

ぐ
ら
い
に
軽

ぐ
受

け
胆
し
て

い

る
方
は
な
い
で
し

ょ
り

か
。
替

察

官

や
関
係
者
の
力

に
ば
限
界

が
あ

り

ま
す
。
ま
た
、
＋
目
間

め
期
限

付

き
行
事
に
終
り

あ
と
は
束

ば
く

か
ら
解
放
さ
れ
た
安
易
感
か
ら
、

か
え

。
て
事
故

を
増
す
な
ど
と
い

う
こ

と
に
も
な
り

か
ね
童
七せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
限
界
を
打
ち
破
り
、

一
人
一
人
の
歩
行
者
、

。一
人

一
人

の
運
転
者
に
、
こ
の

『
世
界
共
逋

の
願
い
』
「
わ
れ
ら
の
願

にい
」
「

毋
の
願
い
」
　「
妻
の
願

い
」
　「
子

の
願
い
」
を
理
解
さ
せ
、
守

ら
煢

る
に
は
、
世
の
中
の
各

種
団

体
、

職
場
組
織
の
全
機
能
を
発
揮

し
ｔ

働`
き
か
け
る
こ
と
が
必
婁
で
す

。

そ
し
て
、
最
後
的
に
は
「
歐
分

白
身

を
歐
分
雫
守
り
ま
す
」
の
覚

悟
か
固

め
る

こ
・と
ｔで
す
。

納　税　組　合　総　会

未
加
入
者
を
な
く
し
ま
し
よ
う

納
税

組

合

総

会
’

昭
和
四
十
年
度
の
納
税
も
、
納

税
者
並

び
に
納
税
貯
蓄
組
合
の
協

力

に
よ

っ
て
九
九
・
九
（

Ｉ

セ
ソ

ト
と

い
う
立
派
な
成
績
を
収
め
、

関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

町
で
は
去
る
四
月
十
二
日
役
場

大
会
議
室
で
総
会
を
開
き
、
五
か

年
以
上
の
勤
統
者
に
感
謝
状
を
、

完
納
し
た
納
税
組
合
に
表
彰

状
を

贈

っ
て
そ
の
労
に
酬
え
た
。
当

日

は
福
島
税
務
署
長
並
び
に
福
島
県

伊
達
事
務
所
長
の
祝
辞

が
あ
り
、

四
十
一
年
度
の
事
業
計
画

と
し
て

特
に
「
納
税
施
設
の
確
立
」
。
を
と

り
あ
げ
、
組
合
未
加
入
者

五
十

六

人
に
対
し
加
入

方
を
勧
奨
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
（
未

加
入
者
数

藤

田
三
八
人
、
小

坂
三
人

。
森
江
野

二

人
、
大
木
戸

三
人
、

大
枝

一
〇

人
）

◇
感
謝
状
（
五
年
以
上
勤
続
）

斎
藤
惣
次
、
松
浦
儀
雄
、
内
藤

寅
一
、
佐
藤
豊
吉

、
谷

口
亀
之

助
、
蓬
田
直
一
、
蓬
田
勝
、
佐

久
間
久
、
玉
手
八
郎

◇
表
彰

状
（
完

納
組
合

）

〔
地
区

総
合
〕

藤
田
、
小
坂
、
森

江

野
、
大
木

戸
、
大
枝

〔
部
落

組
合
〕
駅
前
、
錦
町
、
大

町

南
、
大
町
北
、
本
町
、
宮
町

南
、
宮
町
北

、源
宗
山
、
町
東
、

鶉
町
、
石
母
田
東
、
同
表
、
同

北
、
同
原
、
同
西
、
山
崎
北
、

滝
山
、
山
崎
南
（

以
上
藤
田
）

小
坂
、
太
田
川
、
前
田
、
板
橋
、

泉
田
上
、
同
中
、
泉
下

、
鳥
取
、

内
谷
西
、
内
谷
東
、
（
以
上
小

坂
）

旁
一
、
愀
二
、
愀
三
、
旁
四
、

徳
江
北

、労
七

、愀
八
、
愀
九
、

愀
十
、
オ
十
一
、
愀
十
二
（
以

上

森
江
野

）

貝
田

、山
根

、大
木
戸
、
高
城
、

光
明
寺
（
以
上
大
木
戸
）

北
部
、
中
部
、
並
柳
、
川
内

、

築
舘
、
原
町
（
以
上
大
枝
）

尚
役
員
改
選
の
結
果
次
の
よ
う

に
き
ま

っ
た
。

会
　
長
　
佐
藤
　
新
七

副
会
長
　
野
村
　
隆
一

会
　
計
　
阿
部
　
武
夫

評
議
員
　
三
品
　
　
晋

佐
藤
　
久
造

吉
田
　
幸
平

斎
藤
　
一
郎

八
島
福
太
郎

鈴
木
　
喜
一

岩
城
　
健
治

監
　
事
　
吉
田
　
忠
央

幹
　
事
　
朝
内
　
宗
光

”人
も
車
も
気
を
つ
け
て
″

さ
あ
、
こ
ん
ど
こ
そ

事
故
を
左
く
し
ま
し
よ
う

い残
念
な
こ
と
に
、

現
在
外

に
出

・
る
と
韋
ず
心
配
な

の
は
交
通
事
故

セ
す

。
春

先
の
う
き
う
き
し
た
気

分

、
そ
し
て
ね
む
気
な
ど
が
、
ど

う

し
て
も
交
通
事
故
を
ひ
き
起
こ

し
・
ま
す
。
特
に
花
見
な
ど
で

お
酒

を

飲
ん
で
（

ン
ド
ル
を
手

に
し
た

ら
、

そ
れ
こ
そ

事
故
か
ら

の
が
れ

る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
せ
っ
か

夊
り
楽
し
い
春
を
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
で
覆
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、

歩
行
者
も
運
転

者
も
次
の
こ

と
を

守
り
ま
し
ょ
う
Ｏ

Ｏ

お
花
見
や
行

楽
に
は
酒
が
つ
き

も
の
で
す

が
、
酒
を
の
ん
で
の

運

転
は
絶
対

に
禁
物
で
す
。
自

分
で

は
酒
は
飲
ま
な
い
つ
も
り

で
い
て
も
「
お
花
見
だ
か
ら

Ｉ

杯
ぐ
ら
い
」
と
す
す
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か

し
、
義

理
や
人

情
で
酒

を
口
に

し
・た
ら
、
あ
な

た
は
運
転
者
Ｅ″

し
て

は
失
格
で
す

。

○

毎
年
、
行
楽
の
時
期
は
、
荷
台

乗
車
の

ト
ラ
ッ

ク
転
落
事
故
が

起
き
ま
す
。
荷
台
乗
車
は
法
令

違
反
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、

大
き
な
事
故
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
お
花
見
や
レ

ク
リ

Ｉ
Ｉ

シ

ヨ
ソ
に
は
、
ト
ラ
ッ

ク
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

０

交
通
事
故
は
、
運
転
者
だ
け
の

責
任
で
起
き
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
か
に
は
歩
行
者

の
不
注

意
が
原
因
し

て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す

。
し

た
が
っ
て

歩
行
者
は
、
い

つ
も
正
し
く
右

側
を
歩
含
ま
し
よ
う
。
対
面
し

て
走

っ
て
く
る
車
の
動
き
が
よ

く
わ
か
る
右

側
の
歩
行
は
、
あ

な
た
自
身
を
守
っ
て
く
れ
ま
す

○
道
を
横
断

す
る
と
き
は
、
横
断

歩
道
や
安
全
な
場
所
を

選
ん
で

渡
り
ま
し
よ
う

。
走

っ
て
く
る

車
の
前

や
、
走

り
去

っ
た
車
の

す
ぐ
あ
と
の
横
断

、
ま
た
は
斜

め
横
断

は
も

っ
と
も
危
険
で
す

○
酒

に
酔
っ
て
道
路
を
ふ
ら
つ
く

こ
と
も
危
険
で
す
。
ま

た
、
横

に
並

ん
で
歩
い
た
り
、
道
路
に

立
っ
て
立
ち
話
し
を
し
た
り
す

る
こ
と
を
や
め
ま
し
よ
う
。

○
自
転
車
は
、
道
路
の
左
側
の
端

を
一
列
に
な
っ
て
通
行
し
ま
し

よ
う
。
二
列
に
並
ん
だ
り
、
二

人
で
乗
っ
た
り
、
片
手
で
（

ソ

ド
ル
を
に
ぎ
っ
た
り
す
る
の
は

危
険
で
す
。
室
だ
、
曲

る
と

ぎ

に
は
、

必
で
手
で
正
し
く
合
図

し
ま
し
よ
う
。
自

転
車
の
交
通

事
故
は
、
頭
部

を
う

つ
の
で
致

・
命
傷
と

な
り

ま
す
。

○
小

さ
な
子
ど
も
を
連
れ
て
歩
く

と
き

は
、
子
ど
も
の
手
を
し
っ

か
り
に

ぎ
っ
て
お
き
ま
し
よ
う

子
ど
も
は
、
周
囲
の
物

に
気
を

奪
わ
れ
て
、
無
雑

作
に
走
り
出

す
こ

と
が
あ
り

ま
す
。
自
動
車

な
ど
が
近

く
に
寄

っ
て
か
ら
、

子

ど
も
が
飛

び
出
す
と
、
と
て

も
よ
け
き
れ
ま
せ
ん
。
母
親
の

目
の
前
で
子
ど
も
が
ひ
か
れ

た

な
ど
と
い
う
の
は
母
親
に
も
責

任

が
あ

る
の
で
す
。

ベ
ス
ト
カ
ー
を
御
利
用
く
だ
さ
い

六

十

三
万

円

の
動

噴

国
見
町
で
は
こ
ん
ど
農
作
物
病

虫
害
防
除
作
業
を
能
率
的
に
す
る

た
め
、
高
性
能
防
除
機
械
（

ベ
ス

ト
カ
ー
）
を
買
入

れ
た
。
こ
の
機

械
は
六
十
三
万
円
と

い
う
高
価
な

最
新
式
動
力
噴
霧
機
で
、
二
〇
〇

リ
ッ

ト
ル
入

タ
ソ

ク
ニ
つ
と
延
長

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ホ
ー
ス

を
備
え
て
お
り
、
耕
う
ん
機

で
自

由
に
け
ん
引

で
き
る
便
利

な
も
の

で
あ
る

。
去
る
十
四

日
、
伊
達
地

方
病
害
虫

防
除
所

と
メ
ー
カ
ー
か

ら
技
術
者
を
よ
び
、
農
業
改
良
推

進
員
の
各
地
区
代
表
と
農
業
協
同

組
合
、
農
業
共
済
組
合
の
技
術
職

員
に
対
し
て
講
習
会
を
開
い
た
。

こ

の
ベ
ス
ト

カ
ー
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
も
の

は
、
規
定
の
「
利
用

中
請
書
」
に
記
入
し
て
提
出
す
る

わ
け
で
、
機
械
の
管
理
と
運
用
は

す
べ
て
農
業
共
済
組
合
に
委
託
さ

れ
て
い

る
。

議
会
だ
よ
り

税
条
例
の
改
正
な
ど

昭
和
四
十
一
年
愀
三
回
国
見
町

臨
時
議
会
が
四
月
十
六
日
招
集
さ

れ
、
午
後
一
時
開
会
、
次
の
議
案

が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

記

一
、

専
決
処
分
に
承
認
を
求
め
る

こ

と
に
つ
い
て

こ

れ
は
三
月
十
七
日
の
強
風
に

よ
り
損
傷
し
た
役
場
車
庫
、
県

北
中

学
校
及
び
藤
田
小
学
校
屋

体
等

の
屋
根
修
繕
の
た
め
の
補

正
予

算

一
、
国
見
町
税
例
の
一
部
改
正

に

つ
い
て

こ
の
税
条
例
改
正

に
つ
い
て

は

町
に
お
い
て
回
覧
等
に
よ
り
一

般
に
周
知
し
た

一
、
国
見
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ

の
改
正
の
主
な
も
の
は
所
得

控
除
の
引
上
げ
（

九
万
円
を
十

万
円

に
）
と
被
保
険
者
の
途
中

加
入
離
脱
を
月
割
計
算
に
す
る

’
た
め
の
も
の
で
あ
る

一
、
国
見
町
職
員
の
給
与
、
勤
務

時
間
、
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ

い
て

こ
れ
は
国
見
町
長
、
町

の
一
般

職
員
、
教
育
長
、
議
会
議
員
の

旅
費
の
日
当
宿
泊
料
の
改
正
で

あ
る

．

一
、
工
事
請
負
契
約
締
続
に
つ
い

て上
水
道
の
水
不
足
解
消
を
図
る

た
め
の
工
事
請
負
契
約
で
あ
り

請
負
金
額
は
一
千
二
十
万
円

、

請
負
者

ば
福
島
市
北
五
郎
内

、

水
道
建
設
株
式
会
社

収
入
役
、
監
査
委
員
の

再
任
に
同
意

淅
四
回
臨
時
議
会
は
五
月
六
日

招
集
、
午
後
二
時
三

十
分
開
会
、

次
の
二
件
に
対
し
て
同
意

を
与
え

た
。

記

収

入

役
　

関
口
　

道
孝
氏

監
査
委
員
　

野
村
　

隆
一
氏

自
衛
官
相
談
所

設
置
上

町
で

は
こ

ん
ど
、
自
衛
官
の
募

集
並

び
に
志
願

者
の
相
談
役
と
し

て
次
の
方
が

た
を
相
談
所
と
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ

い
。記

藤
田
字
太
子
堂
一
七
佐
藤
　

健
蔵

同
　

字
北
五
七
　

徳
江
　

喜
策

同
　
　
　

四

五
　

佐

久
間
信
三

同
　

宇
藤
田
一
　

曳
地
　
　

一

同
字
堤
下

一
六
　

樋

口
ヽ

清
三

同
宇
天
王
畑

一
　

樋

口
　
　

弘

山
崎
字
態
野

前
一（

吉
田
　
・

栄

石
毋

田
字
築
山
七
佐
藤
　

徳
治

小
坂
字
北
畠
二
五
安
藤
　
　

弘

同
　

字
小
坂
四
　

佐
藤
　

精
一

徳
江
字
雷
神
前
涯
佐
野
　

政
治

同
字
前
原
六
〇
　

徳
江
　
　

正

森
山
字
西
上
野
言
佐
藤
　

徳
造

大
木
戸
字
大
橋
八
鈴
木
誠
之
助

西
大
枝
字
霞
沢
四
佐
藤
　

幸
一

只
今
昭
和
四
十
一
年
度
愀
一
次

自
衛
官
募
集
中
で

す
。

二

等
陸
、
海
、
空
士
、
十
八
才

以

上
二

十
五
才
未

満
の
日
本
国

籍
の
男
子

志
願

の
手

続
き
そ
の
他
に
つ
い

て

は
近
く

の
相
談
所
ま
た
は
町

役
場

住
民
係

に
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

度年１４和昭

簿名長会落部町見国

部落会名 班　 数 世帯数 部 落 会 長 名
駅　　 前
銷　　 町
大 町 南

//　　北
本　　 町
宮 町 南

が　　
北

町　　 東
鶉　　 町
石母田東

lx　　表
yy　　北
μ　　 原
･/　　西

山 崎 北
滝　　 山
Ｗ 賢

７
７
６

１０

９
８

１０
４

２
３
３
３

４
４

３
４

６
７

105
71
82

89
79
95

118
46
17
35

23
29
44

j2
44

39

73
扣

佐　 藤　 健　蔵
秦　　　 作　蔵
大　 勝　 藤　繁

稲 村 彦三 郎
熊　 坂　 幸　平
倉 田 真 吾
吉　 田　勝　 由

宍 ．戸 忠 雄
吾　 妻　 寅　吉

佐　 藤　 角　治
佐　 藤　 久　造
綴 紐

高　
橋　 外　記

浅　 野　 義　雄
UU

(小計) 100 １　1,0り1
小　　 坂
太 田 川
前　　 田
板　　 橋
泉 田 上

IX　　中
言

1/　　東

４

６
６
５
４

８５
５

３
７

57
45

41
54

3647

37
51
29
匈

佐　
藤　 元　一

佐　 藤　 源　蔵

安　 藤　 仙　助
野　 村　 正　治
宮　 崎　　　 繁
目 黒 久 太 良

Ｕ 沁

菅　 野　 正　 明
( 小計) 53 448 1
才　　 】

愀　　.2･
愀　　 ３
愀　　 ４
徳 江 北

愀　　 ７
愀　　 ８
愀　　 ９
愀　　10
愀　　11

愀　　12

９
５
４
７

８
３
６
６
４４

５

60

38
41
45

へ　　57

29
41

58
22
21
54

佐久間　要　 助
佐　 藤　 清　 重
冂 匚 に

佐　 藤　亀 太郎
佐　 野　清　 蔵
佐　 野　武　 吉
村　上　 三　 郎
高　 橋　徳　 治
高　 橋　勇　 記
佐久 間　梅　 治

( 小計) ６１ 466
貝　　 田

光 明 寺
高　　 城

大 木 戸
山　　 根

９
６
６
７
６

１１７

６
７

５９
６９

－６０

斎　 藤　与　 市
渋　谷　 貞　 一
八　島　　　 進

松　 浦　 市三郎
菊　地　 久　 志

( 小計) 34 372
原　　 町
築　　 館

並　　 柳中　　 部
北　　 部
川　　 内

４
３

２
４

３
７

29

15
24
33

19
71

佐　 藤　 正　 雄

鈴　 木　 忠　 七
新　 井　 玄　 竜
玉　 手　 寿　 朗
井　 砂　 秀　 吉
鈴　 木　 林次郎

( 小計) 23 １９１
( 合計) 271 2 , 568

会 長 大 津 利 一
副会長 菅 野 正 明
会　 計　 大　勝　 藤　 繁

○

実

印

は

昔

も

今

も

侖

か

ら

二

番

目

に

大

切
…
…
…
印

鑑

の

届・
出

証

明

の

受
’
領

は

必

ず

本

人

で

く
に
み



良
い
子
を
そ
七
て
＆
た
め
に

こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
実
行
を

春

は
卒
業
、
就
職
、
進
学
な
ど

と
子
ど

も
た
ち
の
心
は
「
喜
び
」

や

「
不
安
」
　「
あ
せ
り
」
「
解
放

感
」
で

い
っ
ぱ

い
で
す
。
し
た
が

っ
て

ち
よ
っ
と
し

た
刺
戟
で
も
、

子

ど
も
た
ち
を
非
行

に
走
ら
せ
た

り
家
出

に
追

い
や

る
こ
と
が

よ
く

あ
り

ま
す

。
一
年
中
で

こ
の
時

期

が
も
っ
と

も
大
切
で
す

か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
非

行
や
家
出
を
防
ぐ

た
め
に
、
次

の
こ

と
を
ぜ
ひ
実
行

し

ま
し
よ
う
Ｏ

○
子
ど
も
の
考
え
に
正

し
い
理
解
と
助
言
を

子
ど
も

に
対
す

る
盲
愛
、
無
理

解
、
過

大
な
期
待

は
、
も
っ
と
も

心
の
動
揺
の
多

い
時
期

だ
け
に
、

子
ど

も
の
行
動

を
大
胆

に
も
し
、

ま

た
大
き

な
心
の
負
担
と
も
し
ま

す
。

ま
た
子
ど

も
は
、
子
ど
も
な

り

に
誤

っ
て

い
る
行
動

に
つ
い
て

も
正
し

い
と
思

い
違
い
し
て
い
る

場
合
が

よ
く
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
た
だ
間
違

っ
て

い
る
点

だ
け
を
指
摘
し
て
し

か
る
こ
と

は
、
か
え
っ
て
逆
効
果

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
理
由
を

理
解
さ
せ
、
子
ど
も
自
身
が
な
っ

と
く
し
て
直
す
よ
う
に
み
ち
び
く

こ

と
が
必
要
で
す
。

○
「

う
ち
の
子
に
か
ぎ
つ

て
」
と
い
う
考
え
は
捨
て

ま
し
よ
う

子
ど
も
が
非
行

に
陥
っ
て
補
導

を
受
け
た
と
き
、
大
部
分
の
親
た

ち
が
「
う

ち
の
于

に
か
ぎ
っ
て
そ

ん
な
こ

と
を
す
る
は
ず
は
な
い
」

と
驚
き
の
声
を

口
に
出
し
ま
す
。

非
行
に
陥

る
前
に
は
必
ら
ず
何
ら

か
の
き
ざ
し
、
た
と
え
ば
言
葉
づ

か
い
、
服
装
、
持
物
な
ど
が
変
っ

た
り
、
無

口
や
反
抗
的
に
な
っ
た

り
、
夜
の
外
出
が
多
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
で
す
か
ら

子
ど
も
の
行
動
に
常

に
気
を
配
っ

て
も
い
ら

た
い
も
の
で
す
。

こ

の
よ
う
な
変

わ
っ
た
行
動
が

あ
る
場
合

は
、
す
ぐ
に
注
意
し
、

も
し
両
親
の
手
に
あ
ま
る
よ
う
な

と
き
は
、
気
が
る
に
学
校

の
先
生

福
祉
事
務
所
、
警
察
の
少
年
係
、

青
少
年
補
導
協
力
員
（

後
記
）
な

ど
に
相
談
し
て
適
切
な
助
言
や
指

導

を
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。む

ず
か
し
い
こ
の
時
期
を
無
事

に
の
り
き
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

し
あ
わ
Ｅせ
を
守
り
、
す
く
す
く
と

の
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

少
年
補
導
協
力
員

熊
田
一
怙
　

安
藤
留
作
　

徳
江
喜

一
　

鈴
木
正
　

佐
藤
七
郎
　

村
上

鉄

男
　

鈴
木
美
一

「
家

庭
の
日
」
を

完
全
に
実
施
し
ま
し
よ
う

家
庭
は
子
ど
も
に
と
っ
て
最

大

の
安
息
の
場
で
す
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
家
庭
か
ら
親
に
無
断

で
と
び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
親
子
や
家
族
全
体
の
間
に

信
頼
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

親
は
子
ど
も
を
い
つ
く
し
み
、
子

ど
も
は
親
を
信
頼
す
る
な
ご
や
か

な
ム
ー
ド
が
家
庭
に
み
な
ぎ
っ
て

い
れ
ば
、
非
行
や
家
出
な
ど
な
い

は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
な
好
ま
し
い
家
庭

に

す
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
。

「
家
庭
の
日
」

の
実
施
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
こ
と
し
の
一
月
か
ら

県
で
は
毎
月
旁
三
日
曜
日
を
「
家

庭

の
日
」
と
定
め
て
、
県
内
の
ど

こ

の
家
庭
で
も
実
施
し
て

も
ら
う

こ
と

に
し
、
わ
が
国
見
町
で
も
こ

れ

と
足
な
み
を
そ
ろ
え
て

各
家
庭

に
お
願
い
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

「
家
庭
の
日
」
の
実

施
は
何
も
む

ず
か
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん

す
で
に
実

施
し
て

い
る
家
庭
の
子

ど
も
は
、
そ
の
日
を
待
ち
望
ん
で

い
る
状
況

で
す
。
家
族
全
員
が
顔

を
そ
ろ
え
て
楽
し
く
話
し
合
う
ひ

と
と
き
を
持
つ
た
だ
け
で
ｉ

、
そ

れ
が
積
み
重
な
っ
て
、
や
が
て
家

族
間
の
信
頼
が
高

ま
り
、
大
き
な

み
の
り
と
な
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
家
庭
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
、

な
に
よ
力
も
魅
力
の
あ
る

場
所
で
す

か
ら
ノ
両
親
は
子
ど
も

か
ら
愛
さ
れ
、。
信
頼
さ
れ
る
人
に

な
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
せ
つ

な
こ

と
で
す
。

親
と
子
の
愛
情
の
き
づ
な
を
し

っ
か
り
と
つ
な
い
で
お
く
家
庭
か

ら

は
、
家
出
や
非
行
な
ど

は
起
き

な

い
も
の
で
す
。

（
青
少
年
対
策
室

よ
り
）

農業生活改良推進員きまる

農
業

の
技
術
、

経
営
及

び
農
家

の
生
活
改
善
を
推
進
す

る
末
端
の

実
践
組
織
と
し
て
、
農
業
（
生
活
）

改
良
推
進
員
の
制
度
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
推
進
員

は
任

期
が
満
了

し
た
の
で
こ
の

た
び
そ
の
交
替
が

あ

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
よ
り

推
せ
ん
さ
れ
た
男
六
一
名
、
女
二

Ｉ
名
に
対
し
、
県
及

び
町
よ
り
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。
そ
の
氏
名

別
表
の
と

お
り
で
、
こ
れ
ら

。の
人

た
ち
は
、
県
事
務
所
の
係
員
の
指

示
を
受
け
な
が
ら
各
部
落
の
改
良

事
業
の
推
進
を
す

る
わ
け
で
、
今

後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ

る
。

尚
役
員
次
の

と
お
り

会
　

長
　

宍
戸
　

三
郎

副
会
長
　

仲
野
周
一
、
高
橋

ト
ミ

方
部
役
員

方
部
　

方
部

長
　

副
方
部
長

小
　

坂

仲
野
周
一

赤
坂
兼
治

藤
　

田

高
橋

勝
美

小
西
春
男

森
江
野

宍
戸
三

郎

菊
地
善
吾

大
木
戸

菊

地
久
志

斎
藤
忠
太
郎

大

に
枝

佐
藤
茂
男

佐
藤
平
治

小
　

坂

古
内

い
ち

森
江
野

佐
藤

一
江

大
木
戸

八
島

マ
キ

大
　

枝

小
林

マ
サ
ミ

農業改良推進員名簿

(病害虫防除班長)

担当地区　 氏　　名
小　 坂 斎 藤　 実
太 田 川　安藤 惣二
前　　田　朽木　勝夫
板　　橋　野村　和夫
泉 田 上 佐藤 俊雄
泉 田 中　仲野 周一
泉 田 下 斎藤 吉治
鳥　 取　後蓖直次郎
内 谷 西 赤坂 兼治
内 谷 東　態坂 栄一
同　　　　古内　吉蔵
大 町 南d 西ヽ 春男
大 町 北 武田　均時
本　 町 秦　 精 三
宮 町 南 八島 直喜
宮 町 北 佐藤 拓三
輪　　町　中野　勝美
滝　　川　武田　徳治
滑　　沢 Ｓ田代　弥一
石毋田東　佐藤　三雄
同　　北　佐 木々義蔵
同　　表　佐藤徳一郎
同　 原 菊　 地 正
同　　西　佐々木清一
山崎北１　菅野　一英
同　　２　高橋　勝美
山崎南１　吉田　忠吉
同　　２　吉田　栄作
汁 １ 北 宍戸 三郎
同　　南　津田　吉治

分　　２　谷口　庸一
分 ３ 南 大津　昭一
同　　北　近野　富多
分　　４　石川　博義
徳江北１　斎藤　正利
同　　２　太田　久吉
才　　７　佐藤　充作
分　　８　佐野　昭一
才 ９ 西 実沢 正美
同　 東 後 藤　 一
分　　10　菊地　善吾

汾　11 寺 島　 勇
旁　　12　菊地　光二
大木戸南　松浦　金男
同　　北　谷津　一男
山 根 北 斎藤 英郎
同　　南　菊地　久志
光明寺南　遠藤　松雄
同　　北　星野　勝男
高 城 南 八島 健一
同　　北　八島　藤市
貝 田 北 谷津 亀俊
同　　中　斎藤忠太郎
同　 南 斎 藤　 摶
北　　部　佐藤　茂男
中　　部　瀬戸　彦衛
原　　町　佐藤　平治
築　　館　松浦　幹男
並　 柳　佐藤　正一
川 内 北　鈴木美八夫
同　　南　鈴木　哲夫

生活改良推進員名簿

担当地区　 氏　　名
小　　坂　佐藤　ミイ

同　　　・安藤　トヨ
泉　　田　武田ヨシノ
内　　谷　古内　イチ
鳥　 ’取　林　 キ ク
藤　　田　近藤ハルイ
同　　　　佐藤　カツ
石 母 田　菊地 節子
同　　　　佐藤　初子
山　　崎　高橋　トミ
森　　山　佐藤　一江
徳　　江　佐藤　トク
同　　　　蓬田　ウメ
塚 野 目　佐久問いも
大 木 戸　村上　トミ
高　　域　八島　アキ
光 明 寺 遠藤　キミ
貝　　田　岡田フサノ
西 大 枝 ，小林マサミ
同　　　 ’瀬戸　カツ
川　　内　鈴木　ヤイ

卵貯金で台所を改善しました

せ
っ
か
く
主
婦
が
苦
労
し
て

得
た
卵
代
を
毎
日
の
小

遣
い
と

し
て
つ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は

も
っ
た
い
な
い
、
あ
る
程
度
ま

と
ま
っ
た
金
を
つ
く
り
、
主
人

に
気
が
ね
な
し
に
台
所
改
善
を

し
て
明
る
く
楽
し
い
炊
事
を
し

た
い
、
そ
の
た
め
に
い
ち
ぱ
ん

身

近
か
な
卵
貯
金
を
し
よ
う
と

Ｙ

さ
ん
を
中
心
に
十
三

名
の
主

婦

た
ち
が
申
し
合
せ
て
始
め
た

の
が
、
今
か
ら
九
年
前
の
昭
和

三

十
二

年
五
月
十
五
日
の
こ
と

で
す
。

最
初
は
日
掛
一
個
と
し
、
当

番
制
で
集
め
、
農
協
に
出
荷
す

る
方
法
を
と
り
、
三
か
年
を
一

期
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
農
協

の
ご
指
導
や
援
助
も
あ
っ
て
予

想
以
上
の
好
成
績
を
あ
げ
、
会

員

は
さ
っ
そ

く
暗
か
っ
た
台
所

に
窓

を
つ
け

る
と
か
、
調
理
台

を
新
調
す

る
な
ど
大
喜
び
で
し

た
。こ

れ
に
力
を
得
た
わ
た
く
し

ど
も
は
、
昭
和
三
十
五
年
五
月

十
六
日

よ
り
旁
二
回
目
に
入
り

前
回
の
反
省

に
よ
り
一
週
一
回

十
個
掛

と
し
、
会
員
も
二
十
二

名
に
増
し
ま
し

た
。
三
十
八
年

五
月
計
画

通
り
進
み
、
会
員
の

台
所
は
着
々
と
整
備
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

更
に
才
三
回
も
前
回
同
様
の

要
領
で
継
続
し
、
去
る
五
月
二

日
、
総
会
を
か
ね
て
貯
金
の
配

分
を
行
な
い
ま
し
た
。
一
戸
当

り
一
万

七
千
円
（
二
口
の
人

は

三
万
四
千
円
）
と
い
う
ま
と
ま

っ
た
春

金
を
ふ
と
こ

ろ
に
し
た

エ
ピ
ス
顔
を
ご
想
像
く
だ
さ
い

一

昨
、
昨
年
の
卵
価
安
に
も
か

か
わ
ら

ず
、
一
個
当
り
一
一
円

五
七
銭
と
は
た
い
し
た
も
の
だ

こ

れ
も
グ
ル
ー
プ
貯
金
の
お
か

げ
だ
と
み

ん
な
大
喜
び
で
す
。

尚
過
去
九
年
間
の
グ
ル
ー
プ

活
動
を
と
お
し
て
感
じ
た
点
を

述
べ
る
と

田
、
婦

人
た
ち

が
固
く
結
び
合

っ
て

目
的
達
成
に
努
力
し
た

こ
と
（
中

に
は
卵
が
た
り
な

く
て
よ
そ

か
ら
買
っ
て
出
し

た
人
も
あ
る
）

圜
、
卵
代

が
万
円
単
位
に
な
れ

ば
普
通
貯

金
よ
り
定
期
貯
金

に
切

替
え
、
金
利
の
有
利
性

を
生
か
す
方
が
よ
い
。

圜

、
特
に
卵
重

の
絖
「

、
汚
卵

の
問
題
、
出
荷
方
法
、
飼
育

羽
数

のヽ
増
減
な
ど
苦

労
し

た

問
題

も
多
い
が
、
そ

の
た
び

ご
と
に
み
ん
な
で
話
し
合

い

協
力
し
て
解
決
し
た
。

尚
栄
三
回
目
の
精
算
内
容
を
次

に
記
し
ま
す
。

記

１

、
期
間
　

自
昭
3
8
・
５
・
５

至
　

４１
・
３

二
九

２

、
会
員
数
　

二
七
名

３

、
出
荷
回
数
　

一
五
〇

回

４

、
出
荷
卵
数
四
〇

、
五
〇
〇

個

５

、
卵
代
金
　

四
四
七
、
三
〇

一
円

６

、
一
個
当
り
　

一
一
円
五
七

一
銭

７
、
。利
子
　

一
七
、

七
四
七
円

８
ｙ

奨

励
金
　

三
、

匯
○
二
円

９
、

計
　

四
六
八
、
四
五
〇
円

１０
、
一
人
当
り
一
七
、
三
五
〇
円

（
森
江
野
才
四
婦
人
グ

ル

。．

Ｉ
プ
）

（

お
願
い
）
　
　
　
　
　

‘

「
○
○
貯
啻
で
×
×
を
し
た
」

と
い
う
よ
ｉ
な
こ
と
は
こ
の
ほ

か
に
も
た
く
さ
ん
お
あ
り
の
こ

と
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
こ
の
記
事
を
参
考
と
し
て

大
い
に
研
究
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
適

当
な
も
の
は
本
誌
で
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
原
稿

を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
但
し
、
、

採
否
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

「
明
治
学
級
」
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

世
の
中
は
す
ば
ら
し
い
勢
い
で

変
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
を
学
者

た
ち
は
「
社
会

の
変
ぼ
５
」

と
名

づ
け
ま
す
。
こ

の
世
の
中
の
５

つ

り
変
り
に
う
ま
く
合

わ
せ
て
い
く

た
め
に
、

お
と
な
（
成
人
）

た
ち

は
、
生
が
い
を
通
じ
て

勉
強

し
た

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
近
頃

は
、
高

令
者
人

口
の
増
加
と
急
速

な
社
会

の
進
展

に
と
も
な
い
、
高

令
者
に
対
す

る
社
会
教

育
の
普
及

振
興
を
は
か
る
必
要

が
増

大
し
、

生
活

の
各
般
に
わ

た
り
高
令
者

に

対
し
社
会
教

育
の
機
会
を
提
供
す

る
高
令
者
学
級
の
開
設
を
叫

ば
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
文
部
省
で
も

昨
年
か
ら
高
令
者
学
級
の
開
設
を

委
嘱
し
、
そ
の
研
究
と
推
進

を
は

か
っ
て
お
り
ま
す
。
左

に
そ

の
「

委
嘱
要
項
」
を
略
記
し
ま
す
。

一
、
委
嘱
の
対
象
は
市
（
区
）
町

村
の
教
育
委
員
会
で
す
。

二
、
委
嘱
の
条
件
と
し
て

田
、
参
加
者
は
、
お
お
む
ね
六
〇

才
以
上
の
年
令
者
と
す
る
こ
と

閙
、
開
設
の
場
所
は
、
公
民
館
そ

の
他
設
備
の
完
備
し
た
と
こ
ろ

と
す

る
こ
と

圓
、
学
習
時
間
は
、
年
間
最
低
二

〇
時
間
と
す
る
が
、
こ
れ
以
上

実
施
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

倒
、
運
営
責
任

者
を
置
き
、
学
習

を
円
滑
、
効
果
的

に
進

め
る
よ

う
に
努
め
る
こ

と

㈲
、
講
師
等
に
は
専
門
的
な
知
識

技
術
、
経
験
等
を
有
す
る
適
任

者
を
選
ぶ
こ
と

㈲
、
学
習
内
容
は
家
庭
生
活
や
社

会

生
活

に
役
立
つ
教
養
、
知
識

技
能
等
を
効
果
的
に
編
成
す
る

こ

と
（
別
記

）

な
お
、
趣
味
活
動
、
レ
ク
リ
ェ

ー

シ
∃
ｙ
、
見
学
な
ど
は
他

の

学
習
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に
適
宜
行

な
う
こ
と
と
し
、
最

低
学
習
時
間
以
外
と
す
る
こ

と

が
の
ぞ
ま
し
い

三
、
開
設
連
営
上
の
留
意
事
項

倒
、
学
習

の
方
法
は
、
学
習

の
目

標
、
内
容
等
に
応
じ
て
講
義
、

話

し
合

い
等
に
よ
る
ほ
か
、
視

聴
覚
教
材
の
積
極
的
な
利
用

を

工
夫
す

る
な
ど
、
実

情
に
即
し

た
効
果
的
な
方
法
を
と

る
こ
と

悶
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
事
業
内
容
と

重
複
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ

四
、
委
嘱
予
定
数
お
よ
び
委
嘱
費

田
、
委
嘱
予
定
数
は
全
国
で
九
二

学
級
、
一
県
当
り
二
学
級

閙
、
委
嘱
経
費
と
し
て
一
学
級
に

二
二
、
〇
〇
〇
円
（
謝
金

匸

一

、
〇
〇
〇
円
庁

費
一
〇

、
〇
〇

〇
円
）

尚
こ
れ
は
文
部
省
委
嘱
と
し
て
開

設
す
る
場
合
の
こ

と
で
、

各
町
村

や
団
体
が
自
主
的

に
開
設
す
る
こ

と
は
自
由
で
、
む
し
ろ
そ
の
方

が

の
ぞ
ま
し
い
の
で
す
。
わ
が
国
見

町
で
も
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
、・
実

施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

○
学
習
内
容
の
参
考
例

高
令
者
学
級
で
は
ど
ん
な
こ

と

を
勉
強
し
た
ら
よ
い
か
、
昭
和

四
十
年
度
の
委

嘱
学
級
で
学
習

さ
れ
た
。内
容
の
う
ち
適
切

と
思

わ
れ
る
も
の
、

な
ら
び
に
こ
れ

か
ら
の
高
令
者

の
学
習

に
の
ぞ

ま
し

い
と
思

わ
れ
る
も
の
を
例

示
し

ま
し
よ
う
。

○
家
庭
や
社
会

に
お
け

る
人
間
関

係
を

よ
く
し
、
老
後
の
生
活
を

充
実
す

る
た
め
の
学
習

（
例
）
社
会
、
家
庭
に
’お
け
る
人

間
関
係
、
家
族
制
度
、
老
人

の
役
割
、
生
活
の
合
理
化
、

仲
間
づ
く
り
な
ど

○
現
代
の
教
育
等
を
理
解
す
る
た

め
の
学
習

（
例
）
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

家
庭
教
育
、
幼
児
の
育
て
か

た
、
青
少
年
の
心
理
（
・
青
少

年
の
非
行
防

止
、
学
校
見
学

”
マ
ス
コ
ミ
と

教
育
な
ど

○
一
般
教
養
、
時
事
知
識
等
の
学

習
（
例
）
国
や
郷
土
の
歴
史
、
文
化

財
、
現
代
の
科
学
、
民
法
、

民
主
主
義
、
地
域
開
発
、
外

国
の
老
人
生
活
、
宗
教
、
信

・

仰
、
迷
信
、
現
代
語
、
内
外

の
政
治
、
経
済
、
文
化
等
の

動
き
な
ど

○
技
能
、
技
術
の
習
得

（
例
）
地
域
産
業
に
つ
い
て
の
知

識
技
術

副
業
等
に
つ
い
て
の
知
識
、

技
術

各
種
の
生
活
技
術
な
ど

○
保
健
、
福
祉
等
に
つ
い
て
の
学

習
　

’

（
例
）
健
康
の
増
進
、
老
人
を
対

象
と
す

る
各
種
の
社
会
福
祉

な
ど第

六
回
史
跡

を
訪
ね
る
会

時
　

・・・
六
月
一
日

所
　

…
鳥
取
越
え

集
合
…
小
坂
農
協
前
八
時

要
領
・：
い
つ
も
の
と
お
り

世
界

の

ね
が
い

交
通
安
全

○

農

繁

期

の

事

故

を

防

ご

う

…
…
…

子

ど

も

．の

水

死
・
農

薬

事

故
・

盗

難
・

火

災
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